
国
際
学
力
調
査
（PISA2003

）
で
ト
ッ
プ
に
な

っ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
。
こ
の
国
で
ど
ん
な
教
育
が

行
わ
れ
、
ど
う
生
き
る
力
を
高
め
て
い
る
の
か
知

り
た
く
て
行
っ
て
来
ま
し
た
。
今
回
は
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
教
育
研
究
の
第
一
人
者
の
中
嶋
博
先
生
と
と

も
に
そ
の
理
由
を
探
っ
て
み
ま
し
た
。

■
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
上
位
に
な
っ
た
理
由

鈴
木　
中
嶋
先
生
は
な
ぜ
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が

上
位
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

中
嶋　
20
〜
25
人
の
少
人
数
教
育
、
子
ど
も
が

読
み
た
く
な
る
工
夫
に
満
ち
た
教
科
書
、
半

年
間
の
教
員
実
習
を
含
む
５
年
間
の
修
士
課

程
か
ら
な
る
教
育
養
成
も
大
き
な
要
因
で
し

ょ
う
し
、
学
習
理
解
の
進
ん
で
い
る
子
が
別

の
子
ど
も
に
教
え
る
と
い
う
助
け
合
い
教
育

も
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

鈴
木　
一
斉
授
業
で
先
生
だ
け
が
一
時
間
ず

っ
と
教
え
る
と
い
う
の
で
な
く
、
グ
ル
ー
プ

で
学
び
子
ど
も
が
互
い
に
教
え
合
う
の
で
す

よ
ね
。

中
嶋　
そ
う
で
す
。
ま
た
学
校
終
了
時
に
本

人
や
保
護
者
、
学
校
が
必
要
と
考
え
れ
ば
も

う
一
年
学
べ
ま
す
。
そ
れ
は
不
名
誉
な
こ
と

で
な
く
む
し
ろ
し
っ
か
り
勉
強
し
た
と
称
え

ら
れ
ま
す
。
落
ち
こ
ぼ
れ
を
出
さ
な
い
こ
と

を
重
視
し
た
補
習
授
業
の
体
制
も
充
実
し
て

い
ま
す
。

鈴
木　
み
ん
な
と
同
じ
に
卒
業
す
る
こ
と
が

大
事
な
の
で
は
な
く
て
、
自
分
自
身
が
確
か

な
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
と
い
う
考

え
が
あ
る
の
で
す
ね
。
ほ
か
に
特
徴
は
あ
り

ま
す
か
。

中
嶋　
教
科
学
力
に
偏
ら
な
い
総
合
的
な
学

力
の
育
成
、
生
き
る
力
を
ベ
ー
ス
に
し
た
「
人
は

社
会
の
な
か
で
こ
そ
発
達
す
る
も
の
だ
か
ら
社
会

と
の
か
か
わ
り
の
中
で
教
育
を
と
ら
え
よ
う
」
と

い
う
教
育
思
想
で
す
。
ま
た
確
か
な
学
力
を
子
ど

も
た
ち
一
人
一
人
の
ペ
ー
ス
で
身
に
つ
け
さ
せ
よ

う
と
い
う
主
体
的
な
学
習
観
な
ど
がPISA

の
好

成
績
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
お
も
わ
れ
ま
す
。

鈴
木　
生
き
る
力
や
子
ど
も
の
主
体
性
と
い
う
と

こ
ろ
は
、
日
本
の
総
合
的
な
学
習
の
ね
ら
い
と
方

向
性
は
同
じ
で
す
ね
。

■ 

日
本
は「
知
識
量
」 フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は「
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」

中
嶋　
日
本
は
知
識
量
を
増
や
す
こ
と
に
比
重
を

お
い
た
教
育
で
教
科
と
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を

わ
け
て
い
ま
す
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
教
科
の

中
に
社
会
や
現
実
と
の
関
連
性
や
生
き
る
力
が
盛

り
込
ま
れ
日
本
の
総
合
的
な
学
習
の
よ
う
な
視
点

で
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

鈴
木　
私
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
見
た
国
語
の
教
科

書
は
、
必
要
な
情
報
を
的
確
に
手
に
入
れ
る
方
法

な
ど
が
書
か
れ
て
あ
り
、
と
て
も
現
実
的
で
具
体

的
で
し
た
。小
学
校
２
年
の
環
境
の
教
科
書
に
は
、

実
際
の
生
活
に
合
っ
た
省
エ
ネ
や
防
災
や
交
通
標

識
な
ど
も
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
し
く
教
科

書
が
生
き
て
い
く
の
に
役
立
つ
内
容
だ
と
驚
き
ま

し
た
。

中
嶋　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
学
習
指
導
要
領（
コ
ア
・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）
の
定
義
に
は
、
次
の
7
つ
の
具

体
的
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
人

間
と
し
て
の
人
格
的
発
展
、
文
化
同
一
性
と
国
際

化
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
メ
デ
ィ
ア
技
術
、

参
加
型
市
民
性
と
起
業
家
精
神
、
環
境
・
福
祉
・

持
続
的
な
未
来
（
平
和
）
に
対
す
る
責
任
、
安
全

と
交
通
、
人
間
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
す
。
こ
れ
ら

が
教
科
に
横
断
的
に
盛
り
込
ま
れ
ま
す
。

鈴
木　
そ
れ
は
日
本
で
実
践
さ
れ
て
い
る
未
来
教

育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
国
際
理
解
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

安
全
、
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
交
通
事
故
ゼ
ロ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
と
重
な
り
ま
す
。
ね
ら
い
は
と

も
に
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
で
す
ね
。
今
と
い
う
時
代

に
必
要
な
こ
と
ば
か
り
だ
し
子
ど
も
た
ち
も
こ
れ

は
必
要
と
感
じ
る
か
ら
意
欲
を
持
っ
て
学
ぶ
、
だ

か
ら
自
分
の
力
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

■
学
校
が
好
き
だ
か
ら
世
界
一

鈴
木　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
も
教
科
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
学
習
（Project-Based Learning

）
を
取

り
入
れ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
国
語
の
教
科
書
で

は
単
元
ご
と
に
毎
回
な
に
か
知
的
な
も
の
を
生
み

出
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト(

左
下
写
真
）
が
必
ず
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
は
こ
れ
ま
で
得
た
知
識
を
活
か
し
て

ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
）
を
生
み
出
し
ま
す
。
こ
こ

で
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
が
し
っ
か
り
高
ま
る
こ
と
を

意
図
し
て
い
る
こ
と
を
私
は
強
く
感
じ
ま
し
た
、

PISA

は
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
調
査
し
た
も
の
で

す
か
ら
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
上
位
と
な
っ
た
こ
と
も

う
な
ず
け
ま
し
た
。

中
嶋　
そ
う
で
す
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
で
す
。

そ
れ
は
達
成
感
を
得
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
子

ど
も
た
ち
は
知
識
を
総
合
的
に
使
っ
て
み
る
こ
と

で
自
分
か
ら
主
体
的
に
ま
た
学
習
に
向
か
う
の
で

す
。
い
ま
日
本
で
学
力
低
下
論
が
い
わ
れ
総
合
的

な
学
習
へ
の
見
直
し
や
授
業
時
間
数
増
な
ど
の
議

論
が
盛
ん
だ
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
日
本
よ
り
ず
っ

と
授
業
時
間
が
少
な
い
で
す
よ
。（
裏
面
参
照
）

問
題
は
こ
う
し
た
こ
と
で
は
解
決
し
な
い
は
ず
で

す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
内
発
的
な
学
び
に
鍵
は
あ

る
は
ず
で
す
。

鈴
木　
「
学
校
が
好
き
で
、
来
る
こ
と
が
楽
し
い

と
い
う
こ
と
が
何
よ
り
大
事
な
ん
で
す
。
そ
の
結

果
、PISA

で
一
位
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
」
と

ヘ
ル
シ
ン
キ
の
校
長
先
生
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。

中
嶋　
そ
う
な
ん
で
す
、
学
校
嫌
い
な
ん
て
こ
の

国
に
は
ほ
ど
ん
ど
い
な
い
ん
で
す
。

鈴
木　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
子
っ
て
学
校
が
好
き
だ

し
、
そ
こ
で
生
き
る
上
で
役
に
立
つ
こ
と
を
得
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。（
左
表
参
照
）

■
「
意
志
あ
る
学
び
」
だ
か
ら
学
び
続
け
る

鈴
木　
学
び
続
け
る
姿
勢
を
大
人
が
も
っ
て
い
ま

す
よ
ね
、
そ
れ
は
昨
日
今
日
で
も
た
ら
し
た
習
慣

で
は
な
い
で
す
ね
。

中
嶋　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
人
は
す
べ
て
の
人
が
大

人
に
な
っ
て
も
さ
ら
に
高
い
も
の
を
求
め
て
学
習

し
て
い
ま
す
。
学
校
の
先
生
も
常
に
自
分
の
た
め

の
勉
強
を
欠
か
し
ま
せ
ん
。
生
涯
学
び
続
け
よ
う

と
い
う
こ
と
は
19
世
紀
く
ら
い
か
ら
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
で
の
合
言
葉
で
す
。

鈴
木　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
の
読
書
率
が
高
い
こ
と

は
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ヘ
ル
シ
ン
キ
の
本
屋
さ
ん

に
は
沢
山
の
人
が
い
て
驚
き
ま
し
た
。

中
嶋　
図
書
館
の
利
用
率
は
日
本
の
５
倍
で
す
。

鈴
木　
大
人
が
ま
ず
意
志
を
も
ち
学
び
続
け
て
い

る
、
そ
れ
を
子
ど
も
が
見
て
育
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
ね
。

中
嶋　
学
び
は
苦
し
み
で
は
な
く
、
喜
び
な
の
で

す
。
だ
か
ら
大
人
も
学
び
続
け
ら
れ
る
の
で
す
。

い
ま
日
本
は
学
力
低
下
と
騒
い
で
い
ま
す
が
、
学

び
は
テ
ス
ト
が
目
的
に
な
っ
て
い
た
り
、
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
て
意
志
を
持

っ
て
学
ぶ
こ
と
を
失
っ
て
い
る
こ
と
こ
そ
問
題
で

す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
格
差
や
競
い
合
う
の
で

は
な
く
お
互
い
に
積
極
的
に
教
え
た
り
学
ぼ
う
と

い
う
姿
勢
が
根
付
い
て
い
ま
す
。

鈴
木　
競
争
で
人
は
伸
び
ま
せ
ん
。
競
争
で
や
る

気
に
さ
せ
る
よ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
何
か
を
生

み
出
す
こ
と
の
達
成
感
や
喜
び
の
ほ
う
が
学
ぶ
意

欲
に
と
て
も
効
果
的
で
す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
そ

れ
を
証
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
最
後
に
先

生
方
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
嶋　
日
本
に
欠
け
て
い
る
の
は
自
分
以
外
の
た

め
に
尽
く
せ
る
人
間
の
育
成
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
先
生
方
も
絶
え
ず
広
い
世
界
に
目
を
向
け
て

必
要
と
さ
れ
て
い
る
力
は
何
な
の
か
考
え
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
現
代
の
社
会
を
少
し
で
も
い
い

方
向
に
変
え
て
い
く
に
は
や
は
り
、
自
分
の
頭
で

考
え
、
判
断
し
て
い
く
、
つ
ま
り
生
き
る
力
が
ど

ん
な
に
大
事
か
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ぜ
ひ

い
い
教
育
を
し
て
く
だ
さ
い
。

鈴
木　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
教
師
が
子
ど
も
た
ち

の
一
番
の
あ
こ
が
れ
の
仕
事
な
ん
で
す
よ
ね
！
そ

れ
を
知
っ
て
本
当
に
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。本
当
に
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
・　
　
・　
　
・　
　
・

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
ご
く
日
常
的
な
下
校
の
と
き
、

帰
る
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
と
ハ
グ
を
交
わ
す
先

生
、
そ
こ
に
は
あ
た
た
か
い
眼
差
し
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
で
私
が
あ
っ
た
先
生
方
と
同
じ
で
す
。

　

̶
̶

「
生
き
る
力
」
の
教
育
を
知
り
た
く
て
訪
れ

た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
。
そ
れ
は
手
法
を
超
え
心
を
つ
な

ぐ
愛
に
こ
そ
あ
る
と
気
づ
き
ま
し
た
。
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■コンピテンシーとは

■生徒の学校評価

　　企画協力　川崎　ひろか

 知識や情報の活用能力や円滑に人間関係
を構築する能力

■フィンランドの教科書

※「読解力」
評価分野の定義

自らの目標を達成し、自らの判断

と可能性を発達させ、効果的に社

会に参加するために書かれたテキ

ストを理解し、熟考する能力。

（PISA2003 年調査報告書より）

OECD（経済協力開発機構）で行って
いる国際学力調査「生徒の学力到達度
調査（Programme for International 
Student Assessment)」。2000より３
年に 1度実施され、３回めの 2006年
はOECD非加盟国を含む約 60か国地域
が参加。義務教育終了後の満 15歳を対
象とした、自分の知識や技能等を実生活
のさまざまな場面でどれだけ活用できる
か、社会で生きていくための教科横断的
な能力を調べる。

（PISA2003 年調査報告書より）

■PISA2003国際学力調査の結果

■PISAとは

日　本
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15.5

54.6

20.6

6.8

全くその通りだ

その通りだ

その通りでない

全くその通りでない

■「学校は、決断する自信をつけてくれた」

日　本

10.8

48.9

30.6

9.0

OECD平均

41.2

45.7

8.2

3.4

全くその通りだ

その通りだ

その通りでない

全くその通りでない

■「学校は、仕事に役立つことを教えてくれた」

無回答の結果は表示していないため割合の合計は
100％にはならない。

(%)

(%)

国語（4年）目次

プロジェクトの項目が単元の終わりに必ず
ある。

左から小学 1年、4年、６年の国語、２年
の環境と自然の教科書

（OECDの定義による）

（PISA2003 年調査報告書より）
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ヘルシンキ

フィンランド、その印象を一言でいえば「大切なことを知る国」です。
私が一週間滞在したなかで特に心に残ったことをお伝えします。

「国語」の授業 -プロジェクト

「ポートフォリオ」について

学習指導要領

授業時間は日本より少ない自由と規律

自分たちで作った「情報辞典」を手にする
子どもたち。　（メイラハティ小４年）

1974 年は厚くて 2冊あった
が、以降徐々に削られ、現在
の厚さ２cm足らずの薄いも
のになった。
わかりやすく現場でやる必
要のあることが網羅されてい
る。

メイラハティ小学校でのこと。子どもたちは授業中でも喉が乾
いたら水筒のお水を飲んだりしていました。教室にはソファー
がありそこに休みながらリラックスして先生の話を聞いている
子もいます。一見すると日本よりかなり自由と映ります、しか
し社会のルールはしっかり守っています。電車では3人がけの
シートにきちんと座る、学校内では移動するときにきちんと列
を作って歩く、などです。
またフィンランドでは電車
やバスに乗るのに、チケッ
トを買いますが、それをチ
ェックすることはありませ
ん。それでも、利用者はき
ちんと運賃を払っています。
自己申告なのです、一人ひ
とりの社会意識を感じます。

訪問した先々で質問しました。

「私はポートフォリオというのは非常にいい考えだと思っています。
先生にとってはプロセスや成果を見られるので、自分の生徒のこと
をより深く知ることができ、いかに正確に一個人の子どもに対応す
るか考えられます。また子どもにとっては自分が学習してきたもの
を確認したり家族も知ることができますから。学習する者が自分で
判断して知識などを身につけていくのが一番の理念です、そのため
にも一人ひとり違う個人をベースにしたポートフォリオは大事だと
おもっています。人間形成にもとても有効だとおもいます。」（国家教
育委員会　クリッセ　ハンネン氏）

　　・　　　・　　　・　　　・　　　・
「すべての教科でポートフォリオをやっています。算数、国語、理科
など学科ごとでやっています。ポートフォリオファイルで子どもが
自分で学習したことがわかりますし、先生と生徒が一緒に何をやっ
て何を学習したのかを見られるようにしています。親も同じように
子どもがいま何をやっているのか分かります。」（メイラハティ小学校　
バルテル先生）

　　

クラスで一冊の「情報辞典」をつくる国語の時間のプロジェク
ト。その題材は，子どもたちが自分で選んだものです。例えば，
「車」や「鳥」や「森」などいろいろです。テーマを決め本や
コンピュータから情報を手
に入れ，それを自分の考え
でまとめ凝縮した文章と絵
で表現します。それを順に
綴じ一冊にしたものが「情
報辞典」です（これは凝縮
ポートフォリオといえるか
もしれません）。

フィランド教育文化庁国際交流課参事官フ
レデリック　フォースベリ氏（中央）と国
家教育委員会　義務教育課程担当官　クリ
ッセ　ハンネン氏（右）、鈴木敏恵（左） 左奥にＰＣが見える。教卓はない。子

ども同士の「学び合い」がしやすい机
のレイアウト。

今週の目標や自己評価をシートに書
く。それをファイルの一番前に綴じ、
その後ろに次々に学習したプリント
の成果を自分自身で確認できるよう
にファイルに綴じています。
（ストロンベリ小学校 3年生の教室
にて）

学習指導要領

フィンランド

スェーデン

これでできる !!
未来教育

プロジェクト学習

ポートフォリオシート集 ポートフォリオ解説書

静寂の街

静かな街だなと思いました。人が大勢いる駅の
構内、ホテルのロビーなどはざわめきはあって

も雑音がありません。
放送が一切ないので
す。
日本との大きな違いを
感じました。
ここでも人々の自律の
精神を感じました。
「車内では携帯電話の
スイッチをお切りくだ

さい」「足元に気をつけてください」など 言わ
れなくても自ら考えながら行動しているからだ
と思います。

小学校１，２年生で基本的なコンピュータの操作を
身につけます。３年生になったら授業の中で活用し
ています。例えば「算数」の授業では表計算、「国語」
の授業でワープロソフトといった感じです。何かを
調べるとき使うばかりでなく、授業の進行にともな
い自分の考えをまとめたり表現したりというときに

使っているようでした。イ
ンターネットに関しては各
家庭の判断によるとのこと
でした。（メイラハティ小学
校）

遠足に同行しました。遠足
から帰ったあと、教室で先
生が「疲れた人？」子ども
「はーい」。
先生は問います。「疲れた
価値はあった？」
子どもたちは次々に応え
ます、「あったよ。教科書
にあった木について確認

できた」「地図にあった市
の境を自分で歩いて確か
められた」「もっと工場の
仕組みを勉強したかった」
等々・・。
すばらしいな！と思いま
した。

遠 足

日本との共通性

「日本をどう思う？」と聞くと「似ていると
思う」と言われました。それは、奥ゆかしい
ところと…。また、森とテクノロジーの国で
あることも似ています。森があるから感性も
近いのでしょうか。目に見えない妖精を感じ
る心。ムーミンは森に住む妖精です。ちょっ
と嬉しかったのは、訪問したころがちょうど
紅葉の始まる季節でした。
日本人以上に四季の移り変わりを楽しむ国民
性も似ています。

びっくりしました。普通の授業時間なのに
男の子と女の子が建物の入り口のそばに机
を置いて、訪問者を確認して校舎のドアを
開ける係をしていたのです。学校のために
と使命感をもって手を挙げた子どもたちで
す。同様に図書コーナーも子どもが受付を
していました。朝からずっとです、人が来
ないときはワークシートをしていました。

生徒が学校の受付

21世紀の学力/コンピテンシー
が身につく！

設計・著者　鈴木　敏恵

■人口　520万人
（福岡県をわずかに上回る）
■面積 338,145 平方キロ
（日本：378,000 平方キロ）
■訪問校（ヘルシンキ市内）
メイラハラティ小学校
ストロンベリ小学校

■年間平均標準授業時間の比較

( 時間 )

　　　　  　　    日 本　   フィンランド
  ７～ ８ 歳  　   709   　      530
  ９～ 11歳　　  761　         673
 12 ～ 14歳  　  875　　      815

メイラハティ小４年の時間割　
（45分授業）２時間続きは、体育と音
楽と手芸（工芸）。国語は、ほぼ毎日
ある。

鉛筆・事典・コンピュータ

「図表でみる教育OECDインディケータ（2004 年版）」
より。データは 02年。

一人に1冊！ すぐ授業ができる！
定価　各240円（税込） 定価　各630円（税込）

●ご注文・お問い合わせ　教育同人社　Tel 03-3971-5153  Fax 03-3971-5533

- フィンランドDATA-


